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1．はじめに

　スモール・ビジネス・パースペクティブ（small 

business perspective）はスモール・ビジネス研究の

パラダイム開発へ向けて提起された。その内容

は「固定的な『知識（knowledge）』より『叡智

（wisdom）』」によって，スモール・ビジネスを捉

える「定義の難しい（elusive）『理論（theory）』よ

り『パースペクティブ（perspective）』」を開発す

ることである（Volery and Mazzarol, 2015）。ス

モール・ビジネス・パースペクティブはパラダ

イム開発の制度設計における「戦略的オプショ

ン（strategic options）」としての「解釈的フレー

ムワーク（interpretive framework）」の 1つであ

る（Watkins-Mathys and Lowe, 2005）。

　このグローバルの「問い」を日本の中小企業

研究の求めるデザインに「変換」することは，

日本の中小企業研究の方法の再構築の「補助

線」となる可能性をもつ。本研究は社会科学の

パラダイムを規定する「人間論」と「価値論」，

「叡智」を紐解きながら，スモール・ビジネス・

パースペクティブを多様に開発していくための

基本構想を検討し，日本の中小企業研究にとっ

てもちうる可能性を考察する。

　なお，パースペクティブは「概念間の関係性

を明らかにし，構築される理論のまとまり」と

の定義（Hatch and Cunliffe, 2013）を踏まえた知

覚システムとしてメンタルモデルの 1つと捉え

ることができる（Nonaka and Takeuchi, 1995）。

本研究では，スモール・ビジネス・パースペク

ティブを学術と実践が共有すべきスモール・ビ

ジネスを捉える「視点」としてより広義に捉え，

そのデザインに必要な考え方を概観する。

2．スモール・ビジネス研究のアイデンティティ

　なぜスモール・ビジネス・パースペクティブ

が必要なのか。本節では，スモール・ビジネス・

パースペクティブの背景としてスモール・ビジ

ネス研究のアイデンティティを概観する。

　パラダイム（paradigm）は通常科学の伝統のも

と，変則性，危機，科学革命（scientifi c revolution）

をへて次の科学革命への準備に移行するが

（Kuhn, 1962），スモール・ビジネス -アントレプ

中小企業季報　2021　№ 3･4 合併号　2021 年 10 月

　本研究は社会科学のパラダイムを規定する「人間論」と「価値論」，「叡智」を紐解きながら，スモール・
ビジネス・パースペクティブを多様に開発していくための基本構想を検討する。スモール・ビジネス・パー
スペクティブの多様な視点・レベルでの開発が，日本の中小企業研究における学術・実践の合意形成の
フォーカル・ポイントとなる「学際的中庸（interdisciplinary mesotes）」を構想しうる点を考察する。

〈抄　録〉

スモール・ビジネス・パースペクティブの
ベーシック・コンセプト

平 野 哲 也

平野　哲也（ひらの　てつや），山口大学経済学部准教授



－ 2－

レナーシップ研究のメタ理論のレベルはいまだ

プレ・パラディグマティック（pre-paradigmatic）

の段階にあり，機能主義者パラダイムへの偏り，

実証主義の優勢が繰り返し指摘されてきた

（Grant and Perren, 2002；平野，2015）。理論のレ

ベルにあらゆる領域で適応できるマネジメント

のグランド・セオリー（grand theory）（包括的な

理論枠組み）は存在しない（D’Amboise and 

Muldowney, 1988）。また，理論構築の要となる

スモール・ビジネス・コンセプト（small business 

concept）はビッグ・ビジネス（big business）と

の相対概念であり，そもそも絶対的な概念とし

て構築する困難性が存在する（平野，2018）。で

ありながらスモール・ビジネス研究者は，「ビッ

グ・ビジネスの縮小版ではないスモール・ビジ

ネスの固有性」を探究する必要がある（Curran 

and Blackburn, 2001）。スモール・ビジネス研究

は本質的にアイデンティティを確立しづらい領

域なのである。

　このアイデンティティの本質的な困難性とス

モール・ビジネス・パースペクティブの提起は

スモール・ビジネスをどのような存在として捉

えるか，その具体的な方法を学術と実践に問う

ものである（Volery and Mazzarol, 2015）。そのコ

アとして提案された概念が「叡智」である。学

術が実践知を探究し，現場が理論知を応用する

社会科学において，叡智は学術と実践の接続に

おける重要な機能をもつ（Nonaka et al., 2014）。

スモール・ビジネス・パースペクティブの目的

はスモール・ビジネス研究のいまだ確立しえな

いパラダイムの開発である。そのデザインには，

パラダイムを規定するものとして主として検討

されてきた知識や認識，方法のみならず，ス

モール・ビジネスに関与する「人間」やスモー

ル・ビジネスの存在そのもの，あるいはその主

体が追求すべき「価値」へ次元を拡大して検討

し，整理する必要がある。

3．哲学的クインテット

　パラダイムは「広く人々に受け入れられてい

る業績で，一定の期間，科学者に，自然に対す

る問い方と答え方の手本を与えるもの」と定義

される（Kuhn, 1962）。社会科学におけるパラダ

イムは「包括的な哲学体系」「信念体系」であり，

特定の方法を正当化する根拠である（Denzin 

and Lincoln, 2000）。本節では，パラダイムを規

定する諸仮定を整理する。

　組織理論の古典では，存在論（ontology），認

識論（epistemology），人間論（human nature），方

法論（methodology）の 4 つの仮定を設定する

（Burrell and Morgan, 1979）。リサーチ・デザイン

の 古 典 で は， 存 在 論， 認 識 論， 価 値 論

（axiology），レトリック（rhetorical），方法論の

5つの仮定を設定する（Creswell, 1994）。質的研

究のリサーチ・デザインでは，政治論

（political），価値論，存在論，認識論の 4つの仮

定を設定する（Amis and Silk, 2008）。アントレ

プレナーシップ研究では，価値論，認識論，研

究の論理（logic-of-inquiry），存在論の 4つの仮

定を「哲学的カルテット（philosophical quartet）」

と設定する（Hindle, 2004）。本研究では暫定的

に存在論，認識論，人間論，方法論，価値論の

5 つを「哲学的クインテット（philosophical 

quintet）」と設定する。スモール・ビジネス・

パースペクティブをデザインするには，この 5

つの仮定をデザインの参照点とする必要がある。

　スモール・ビジネス -アントレプレナーシッ

プ研究において，哲学的クインテットに関する

研究蓄積は十分とはいいがたい。知識をめぐる

存在論（Jones et al., 2011），その知識の方法をめ



－ 3－

ぐる認識論（Alvarez and Barney, 2010），研究プ

ロセスをめぐる方法論（平野，2015）に関する

研究は一定程度存在するが，少なくともスモー

ル・ビジネス -アントレプレナーシップ研究関

連主要国際ジャーナルにおいて人間論，価値論

自体を体系的に論じる研究は存在しない。また，

指摘した存在論，認識論，方法論のいずれもア

ントレプレナーシップ研究を対象としたもので

あり，スモール・ビジネス研究単独で哲学的ク

インテットに関する体系的検討はなされていな

いのが現状である。

　そして，スモール・ビジネス・パースペクティ

ブのデザインは哲学的クインテットによって規

定されるパラダイムのバランスをとる必要があ

る。スモール・ビジネス・パースペクティブの

先行事例として唯一取り上げることができる

「プロセス」・「パターン」・「構造」の 3 つの基準

にもとづく「概念的トライアド（conceptual 

triad）」は組織理論の古典とされる Burrell and 

Morgan（1979）の機能主義者 -解釈 -ラディカ

ル人間主義者 -ラディカル構造主義者パラダイ

ムにおける通訳不可能性（incommensurability）

を克服するためにデザインされた（Watkins-

Mathys and Lowe, 2005）。この古典的パラダイム

は1990年代以降の組織理論の潮流を受けて，構

造主義 -アンチ構造主義 -ポスト構造主義パラ

ダイムに更新されている（Hassard and Cox, 

2013）。最新の潮流であるポスト構造主義は，存

在論を相対主義者（relativist），認識論を関係主

義者（relationist），人間論を脱構築主義者

（deconstructionist），方法論を再帰的（refl exive）

と仮定する。

　例えば，アントレプレナーシップ研究におけ

る Integrative “we” voiceスタンスにこのポスト

構造主義パラダイムとの相関をみることができ

る（Dimov et al., 2021）。アントレプレナーシッ

プ研究では学術とアントレプレナーが実践的な

意思決定を共有する 2 人称視点としての

Integrative “we” voiceスタンスが提起された

（Dimov et al., 2021）。アントレプレナーシップ

研究において，アントレプレナーの意思決定に

かかわる「1人称視点（私は～）」へのアクセス

が重要となるが，学術が学術探究型の「3人称

視点（彼は～）」の研究スタンスを追求すればす

るほど，その本質へ到達できなくなってしまう。

Integrative “we” voiceスタンスは，学術とアント

レプレナーはそれぞれの世界へ「閉じる」ので

はなく，「私たち（we）」を共有し，学術知と実

践を統合した「開かれた」語彙をつくることの

重要性を示唆する。この共有されたパースペク

ティブによって，アントレプレナーは個別的な

学術知を行動可能な原則に変換することができ，

学術はアントレプレナーの没入型の性質をより

幅広い洞察に変換することができる（Dimov et 

al., 2021）。

　この Integrative “we” voiceスタンスは，知識を

文化や社会，時代，個人など特定の準拠枠に依

存して変わりうるものとして想定し（相対主義

者），アントレプレナーという対象を研究者を

含むアクターとの関係のなかで（関係主義者），

研究者が実践に関与する再帰的な関係性を構築

する方法（再帰的）として捉えることができる。

もちろん，その位置づけは多様な考え方の交差

するパラダイムのスペクトラム上にある。そし

て重要なポイントはより実践的な方法を構築す

るためには，多様なパラダイムを参照し，具体

的な方法として組み合わせる必要がある点であ

る。Integrative “we” voiceスタンスの延長線上に

あるリーンスタートアップをケースとした学術

知と実践の語彙の統合を試みる研究では，理論
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研究から実証研究まで異なるパラダイムの研究

が幅広く組み合わされている（Shepherd and 

Gruber, 2021）。

　スモール・ビジネス・パースペクティブといっ

た実践的な方法の構築には，哲学的クインテッ

トに規定されるパラダイムを「相対化」しつつ，

垣根をこえた「統合」が必要となる。

4．中小企業と「人間論」

　哲学的クインテットのうち，もっとも考察が

不十分な仮定の 1つが人間論である。組織でお

こなわれる価値の創造，人々の協働，資本の活

用，社会的責任を左右する根源でありながら，

人間論についてこれまで十分な問いと答えを用

意してきたとはいいがたい。20 世紀の経営・

組織理論においてその試みが挫折した理由は，

①人間性（human nature）が多義的であること，

②人間行動の多様性を説明するには些細な構成

概念（trivial construct）であると扱われてきたた

めである（Sullivan, 1986）。

　本節では，世界のスモール・ビジネス -アン

トレプレナーシップ研究の「人間論」を検討し，

スモール・ビジネス・パースペクティブをデザ

インするにあたって必要となる人間論における

「相対化」と「統合」を考察する。なお，世界の

スモール・ビジネス研究における人間論に関す

る研究蓄積は存在しないため，世界のアントレ

プレナーシップ研究における方法論のナラティ

ブ・レビューから読み解く。これは学説全体の

系統的，網羅的な理解を意味しない。

　人間論は研究者が人間をどうみているかに関

する仮定である。構造主義パラダイムは決定論者

（determinist），つまり人間の行為を状況や環境

によって完全に決定されると仮定する。アンチ

構造主義パラダイムは主意主義者（voluntarist），

つまり人間は自由意思をもって行為すると仮定

する。ポスト構造主義パラダイムは脱構築主義

者（deconstructionist），つまり人間主体は関係的

に脱中心化されていると仮定する（Burrell and 

Morgan, 1979；Hassard and Cox, 2013）。

　世界のアントレプレナーシップ研究の人間論

はどのような段階にあるか。本研究では「アカ

デミックにおける実証研究の制度化に伴う決定

論（のドミナント），アンチテーゼとしての主意

主義，多様な価値による非英雄的アントレプレ

ナー像の脱構築主義の併存」と想定する。アン

トレプレナーシップ研究における方法論は実証

主義が優勢となり，方法論的多様性が不足して

いるとの見方が強い。近年では存在論的，認識

論的多様性もみられる段階にあり，とくに解釈

主義の認識論は 2000 年代の実証主義に対する

「代替的なアプローチ」との認識から 2010 年代

の依然として論文数は少ないながらも「アンチ

構造主義アプローチ」としての重要性が認識さ

れるに至っている（平野，2015）。ナショナルシ

ステムからビッグ・ビジネスとの格差構造まで

をめぐる決定論（e.g. Acs et al., 2014；Sorenson et 

al., 2021）を中心としつつも，ジェフ・ベゾス氏

（アマゾン）やマイケル・デル氏（デル）といっ

た革新的アントレプレナーの思考パターン，

ソーシャル・アントレプレナーの社会的役割や

個人特性など優れたベスト・プラクティスをめ

ぐる主意主義（e.g. Dyer et al., 2008；Zahra and 

Wright, 2016）がアンチテーゼとして存在する。

　近年では脱構築主義の人間論の対象レベルで

の拡大も重要である。2010 年以降，アンチ構造

主義（構成主義者）やポスト構造主義（関係主

義者）の認識論にもとづくコンテクスチャライ

ゼーション（contextualization）の方法（論）的

ムーブメントやポスト構造主義の人間論（脱構
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築主義）にもとづく非英雄的なアントレプレ

ナー像の試みもめざましい。対象レベルでは，

ポストモダンとしての批判から広く実証研究ま

でを含みつつ「本質」に迫るジェンダー，アメ

リカにおける黒人や移民などこれまでアントレ

プレナーとしてメインストリームで語られてこ

なかったマイノリティはその代表である。また，

負 け 犬 の ア ン ト レ プ レ ナ ー（underdog 

entrepreneurs）と題し，生計確立型，移民，

ADHD（注意欠如・多動症）／ディスレクシア，

身体障害，傷痍軍人と PTSD（心的外傷後スト

レス障害）などを類型化するチャレンジベース

ド・アントレプレナーシップ，資本主義におけ

るアントレプレナーシップの脱構築，起業プロ

セスにおける従業員の役割を考察するポスト・

ヒロイック・ビューも登場した（平野，2020）。

　前節ではスモール・ビジネス・パースペクティ

ブといった実践的な方法の構築には，哲学的ク

インテットに規定されるパラダイムを「相対

化」しつつ，垣根をこえた「統合」が必要であ

ることを指摘した。人間論においては，スモー

ル・ビジネスに想定される 3つの人間論を相対

化する必要がある。では，具体的な統合はいか

におこなうのか。パースペクティブはメンタル

モデルとして学術間，学術 -実践間でのコミュ

ニケーションを通して内面化する必要がある。

スモール・ビジネス・パースペクティブをデザ

インするためには，この人間論をつなげ，「相

対化」と「統合」をおこなう実践知が必要とな

る。それが「叡智」およびそれを方向づける「価

値」である。

5．「叡智」と「価値論」

　スモール・ビジネス・パースペクティブの 2

つの先行研究において，叡智は知識との対置に

おける重要性が指摘されたにすぎず，具体的な

構成要素は検討されていない（Volery and 

Mazzarol, 2015；Watkins-Mathys and Lowe, 2005）。

本節では，叡智と哲学的クインテット最後の価

値論に関する学際的レビューをおこなう。

　心理学では，叡智は「価値に媒介されコモン

グッドの達成に向けたものとして，暗黙知と明

示的な知を適用することである。それは，（a）

個人内，（b）個人間，（c）個人外の利益・関心

のバランスを通して，（a）短期的，（b）長期的

に，（a）現存する環境への適応，（b）現存する

環境の形成，（c）新しい環境の選択のバランス

を達成するために行われる」（Sternberg, 2001；

道田，2018）と定義される。1970 年代以降，叡

智の心理学的研究は主要な研究領域を生み出

し，教育やリーダーシップの研究に適用され，

人間性（human condition）の継続的な最適

化と文化的進化の探究を強調し，認知，感

情，動機のプロセスとコラボレーションして

きた（Staudinger and Glück, 2011）。経営・組織

理論では，叡智は「曖昧な状況から実行可能な

現実をつくり出し，その現実のなかで慎重な行

動をとるために情報にもとづいた判断をおこな

う獲得した能力」（Gioia, 2007）と定義され，現

実を再構成することや不完全な情報を意識し，

知識と無知をブレンドすること（Weick, 2009），

「学識ある無知（learned ignorance）」を追求する

こと（Chia and Holt, 2007）と捉えられてきた。

　より具体的な能力も特定される。心理学では，

叡智として推論能力，情報の使用，判断力，考

えや環境からの学び，洞察力，賢明さの 6つの

要素が特定された（Sternberg, 1985）。また，叡

智と関連するフロネシス（phronesis）は「個別

具体の場面の中で，全体の善（共通善）のため

に最善の振る舞いを見出す能力」と定義され，
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善悪の判断基準を持つ能力，場をタイムリーに

創発させる能力，個別の本質を洞察する能力，

本質を表現する能力，本質を共通善に向かって

実現する政治力，賢慮を育成する能力の 6つの

要素が特定された（野中・遠山・平田，2010）。

　では，いかに叡智を具体的な実践として獲得

することができるのか。叡智の鍵概念として，

①暗黙知，②バランス（比較考量），③統合する

価値を挙げることができる（Sternberg, 2001；道

田，2018）。叡智は①内容の知識（knowing what）

ではなく，手続き的な知識（knowing how）であ

り，文脈のなかで経験を通して獲得され，②自

他，環境，短期・長期を比較考量することが必

要となり，③その叡智のある思考を統合し方向

づける価値（生命尊重，正直さ，誠実さ，公平

性など）が重要となる。

　次に，叡智において最も重要な価値（論）の

レビューをおこなう。価値（value）はより公理

にちかい倫理と美学の価値論から社会科学にお

ける主要ディシプリンの経済学，社会学（とく

に制度理論），（社会）心理学で検討されている。

価値論では，価値は「物事の特性のもつ豊かさ

（richness）としての意味（meaning）」（Hartman, 

1967）と定義される。制度理論では，7つの性

質（望ましいものの概念化，長期的な目標，規

範的な重み，認知的なものだけでなく感情的な

もの，比較的永続的で状況に左右されない，名

詞だけでなく動詞もある，多元的で特定的であ

る）と 5つの機能（行動の動機づけと指針，意

味と目的，正当化と評価，自己における価値観

の役割，望ましいものとのつながり）が特定さ

れた（Kraatz et al., 2020）。社会心理学の価値観研

究では，個人のもつ価値を 10つに求め，その価

値を変化への開放性（openness to change），維持

（conservation），自己高揚（self-enhancement），自

己超越（self-transcendence）の 4つの次元に分

類する「価値観の構造モデル」がポピュラーで

ある（Schwartz, 1994）。

　スモール・ビジネス研究において，この「価

値観の構造モデル」を応用する研究がスモー

ル・ビジネス・オリエンテーション（small 

business orientation）である。Runyanと Covinは

スモール・ビジネス・オリエンテーションを「普

遍主義と博愛の価値と一貫した組織行動の発揮

を促進する企業経営者による個人レベルのマイ

ンドセット」と定義し，「価値観の構造モデル」

の自己超越の次元（普遍主義と博愛の価値の 2

つ）から公徳心（civic mindedness），パフォーマ

ンスの多様性（performance multiplicity），組織的

スチュワードシップ（organizational stewardship），

仕事の誠実さ（business integrity），顧客対応力

（customer responsiveness），従業員中心主義

（employee centrism）の 6つの二次構成要素を設

定する（Runyan and Covin, 2019）。

　今後のスモール・ビジネス・パースペクティ

ブのデザインを視野に入れた本研究では，叡智

を①普遍的な善，②学術知と実践知の融合，③

認知能力の 3つを構成要素とする概念として仮

定したい。また，価値（論）はその叡智を統合

し方向づける役割として重要である。とくに，

人間論の議論を踏まえれば，アカデミックにお

ける実証研究の制度化に伴って中心的に捉えら

れる決定論的価値の把握のみならず，スモー

ル・ビジネス・オリエンテーションのような個

人のマインドセットといった主意主義的価値の

把握，スモール・ビジネスの価値自体の脱構築

も必要不可欠となる。スモール・ビジネスに

とっての「叡智とは何か」「価値とは何か」を再

定義する必要がある。
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6．ディスカッション

　本研究のインプリケーションは次の 2点であ

る。第 1に，スモール・ビジネス・パースペク

ティブのデザインへ向けた理論的整理である。

スモール・ビジネス・パースペクティブをめぐ

る先行研究では叡智とパースペクティブの重要

性が提起されたにすぎず（Volery and Mazzarol, 

2015；Watkins-Mathys and Lowe, 2005），デザイ

ンやその理論と方法に踏み込んでいない。本研

究では，人間論と価値論，叡智のレビューを通

して，パラダイムの「相対化」と「統合」，叡智

の定義と構成要素，統合する価値の重要性を概

観した。第 2に，スモール・ビジネス・パース

ペクティブのデザインへ向けた「共創」の理論

的拡張である。「概念的トライアド（conceptual 

triad）」はパラダイムの「内側」，学術完結型の

スモール・ビジネス・パースペクティブである

（Watkins-Mathys and Lowe, 2005）。Integrative 

“we” voiceスタンスとつづく研究はポスト構造

主義パラダイムと相関し，実践との対話を想定

している。本研究で整理した叡智の構成要素

（①普遍的な善，②学術知と実践知の融合，③認

知能力）を踏まえても，スモール・ビジネス・

パースペクティブはパラダイムの「外側」，何ら

かの方法で中小企業家との「共創」のデザイン

を組み込むべきである。

　本研究の課題は次の 2点である。第 1に，ス

モール・ビジネス・パースペクティブの精緻化

である。今後は本研究でレビューした叡智や価

値を踏まえ，狭義の定義と構成要素を含むさら

なる精緻化が求められる。第 2に，スモール・

ビジネス・パースペクティブのリサーチ・アジェ

ンダの特定である。パースペクティブはスキー

マ，フレーム，世界観，信念，視点とともに個々

人が世界を感知し定義することを助けるメンタ

ルモデルであり，コミュニケーションを通して

共有されるものと考えてよい。中小企業の叡智

と価値をめぐって，学術間，学術 -実践間でど

のようなパースペクティブを共有すべきかを検

討する必要がある。暫定的なリサーチ・アジェ

ンダとして，個人の思考と対話をめぐるミク

ロ・レベルとイデオロギーや社会のイメージを

めぐるマクロ・レベルのそれぞれのレベルのデ

ザインの設計が求められる。

7．おわりに

　以上の考察を踏まえ，スモール・ビジネス・

パースペクティブが日本の中小企業研究にとっ

てもちうる可能性を検討して結びとしたい。

　カール・ワイク（Karl E. Weick）は「叡智と

は，知れば知るほど，知らないことの大きさに

気づくという弁証法によって駆り立てられる思

考の質である」（Weick, 2009）と述べる。もとよ

り中小企業研究は学際研究の 1つである。その

学際性の本質は「諸科学を集めるだけではなく，

新たな対象を生み出すこと」にあるが，中小企

業研究の場合は規範的アプローチの「ローカル

的偏在」と実証的アプローチの「グローバル的

遍在」状況にあり，対話の方法論はいまだ十分

に確立していない。日本の中小企業研究はその

「通史」でも検討したが，規模のロジックにもと

づく「問題性」と「発展性」の 2つの価値から

形成されてきた（平野，2018）。人間論の仮定を

整理すると，中小企業を日本経済における大企

業との格差という問題に対して決定論的に運命

づけられつつ，組織・戦略の構築によって発展

を実現する主意主義的主体として捉えてきたと

いえる。2 つの人間論の学際的コミュニケー

ションは十分とはいえない。つまり，前者に

とって後者は「流れ星的理解」として認識され，
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後者にとって前者は「固定的理解」として認識

される現状にある。新たな「中小企業像」を創

造するためには，まずは自分野の限定合理性の

理解と他分野への関心，対話不全をのりこえる

「コミュニケーションの方法」が必要である。

パースペクティブは学術間，学術 -実践間のコ

ミュニケーションによって共有され，創造され

るものである。①「中小企業にとってのコモン

グッドとは何か」を想定し，②そのために世界

の実証研究と現場の知をつなぎ，③その知を対

話や創造といった認知へつなげるスモール・ビ

ジネス・パースペクティブのデザインは，日本

の中小企業研究における学際的対話を加速する

「知の探索と深化」の方法を意味する。

　日本の中小企業研究において，叡智にもとづ

くスモール・ビジネス・パースペクティブを学

際的な視点で，また理論・実践の多様なレベル

で開発することが可能になれば，学際的偏りを

なくし，学術・実践の合意形成のフォーカル・

ポイント（focal point）となる「学際的中庸

（interdisciplinary mesotes）」を構想することにつ

ながりうる。
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